
講師紹倉

土谷精作 (つちやせいさ<)さん

1935(昭不010)年生まれ。都立日比谷高校、早稲田大学政治経済学部卒業後、
NHK言己者。

ポリオ大流行、吉展ちゃん事件、安保・大学紛争、本俣病裁判などを取材。その後、

'放送計画部長、放送文化研究所長を歴任.

専修大学、明星大学、大東文化大学で放送論、マスコミ論、情報文化論などを担当。

著書『放送 その過去・現在・未来』、『鎌倉の吉田松陰』、『生きていたサムライ精神一
小泉八雲と七人の明治人』他多数。

日本記者クジプ含員、鎌倉ベンクラブ元副会長 現顧間。

本日の演題

1. 『小泉八雲・セツと鎌倉』

『小泉八雲と早稲田大学』2.

講師近影



演者紹倉

坂 麗水 (ばん れいすい)さん

大阪生まれ、鎌倉在。 東洋英和、早稲田大学文学部仏文科卒。
現在、薩摩琵琶錦心流中谷派襄水会会員、日本琵琶楽協会会員、湘南日仏協

役員、鎌倉稲門会役員。 "

本日の演目

1. 『遠干潟 (とうひがた)』

『耳なし芳一』2.

演者近影



鎌倉稲円会 古典芸饉鐘賞会

「極 楽寺 で小泉 八雲 の世界 と饉摩露 琶 を聴 く」

【構成 1

第 1部  講演    土谷精作『小泉入雲・ セツと鎌倉」
薩摩琵奮  坂麗水  「遠干潟」

第 2部  講演    土谷精作『小泉八雲 と早稲田大学」
藤摩琵琶  坂麗水  『耳なし芳一』

【講演の内容 l

◇ 「小泉人雲・セツと鎌倉」

。小泉ノヽ雲 。セツ夫妻 と私

。来 目直後に鎌倉・江の島を訪れたテアカディオ・ハーン

,洪鐘の音の描写、耳に敏感なハーン (門 覚寺 )

2025。 11.11

土容 精 作

・ 慈愛に溝ちた大仏の眼差 し、日本の心を見たハーン (高徳院 )

・緑濃い坂道、朽ち果てた石仏群に感傷の思い (極楽寺周辺 )

,千潟を歩いて渡った片瀬海岸、I海 は永遠の詩人J(江 ノ島) →『 遠干潟』

◇『小泉八雲・セツと早稲田大学」

・教師 と作家の二足の草軽

。東京帝慶大学の小泉人雲 と教え子たち

。早稲田大学からの招聘を喜んだ八雲

。人.雲 を慕った教え子たち

0小泉セツが議った『耳なし芳一』の裏話  →『耳なし芳一』

・・          1



資料 1「鎌倉江 ノ島詣 で」の経路

*明 治 23年 4月 10日 ころ

*通 訳 の学僧 アキラの案 内で

人力車 に乗 り、鎌 倉江 ノ島を

訪 間

*鎌倉 。江 の島の紀行記 は

明治 中 ごろの鎌倉 を描写

*『 日本 の面影 I・ Ⅱ』

(池 田雅 之訳・ 角川 ソフ ィア文庫 )

癬
わ
れ

資料 2 洪鐘 の音の描写 (円 覚寺 )

先 ほ どの僧 が、その釣鐘 を突いてみ るよ うに私 に促 す。私 は手始 めに、手

で釣鐘 の縁 を触 ってみた。音楽的 な音 が響 いた。それ か ら、私 は力 をこめて

鐘 に撞本 を打 ちつ けてみた。す る と、大 きなパイプオルガ ンの低音部 の豊か

で深 い雷鳴 の よ うな響 きが 一 途方 もな く大 き く美 しい響 きが 一 あた り

の山々にこだま した。それか ら、小 さな美 しい反響音 が、その あ とを追 うよ

うに して鳴 り響 いた。この素晴 らしい釣鐘 は、少 な くとも十分 間ほ ども うな

り続 けたので ある。

資料 3 慈愛に満 ちた大仏 の眼差 し (高 徳院 )

大仏様 がた とえ生 きた存在 であつて も、誰 も恐 が りは しないだ ろ う。大仏

様 の柔 和 で夢 見 るよ うな無心 の表 情 ― 容 姿 のす みず み まで に現れ てい る

無 限の安 らぎは、誰 もが心惹 かれ る美 しさに満 ちてい る。 しか も、予測 に反

して、この巨大 な大仏様 に近づ けば近づ くほ ど、その魅力 はい よい よ増 して

くるのである。

大仏様 の気 高 く美 しいお顔 と半眼の眼差 しを仰 ぎみてい る と、青鋼 のまぶ

たは子 どもの眼差 しに も似 て、じっ とこち らを優 しげに視つ めてお られ るよ

うに思 われ る。そ して この大仏様 こそ、日本人 の魂 の中にある優 しさと安 ら

か さのすべて を象徴 してい るよ うに感 じられ る。日本人 の思惟 が、こ うした

巨大 な仏像 を生み出す ことがで きたのだ と、私 は考 えてい る。

大仏様 の美 しさ、気高 さ、この上ない安 らか さは、それ を生み出 した 日本

人 の よ り高い精神生活 を反映 してい る。



資料 4 緑濃 い坂道、朽 ち果 てた石仏群 (極楽寺周辺 )

私 たちは、長谷観音 をあ とにす る。あた りには人家 は一 tF‐ もな く、道 の左

右 に開 けた緑濃い坂道 は、だんだん と険 しくなつてゆ く。頭上 にそび え立つ

樹 々の本蔭 も、い よい よ深 くなってゆ く。時 々、苔む した寺 の石段 、彫刻 の

施 され た山 F号 、高い神 社 の鳥居 な どの聖域 を通過 してい くが、今 はい ちい ち

参拝 してい る下 がない。 この付近 の荒廃 した無数 の神社仏閣 を見 るにつ け、

死せ る都 、鎌 倉の往時の栄華 と広大 きをひ しひ しと思 い知 らされ る。 一

すべてが古ご冒難 としてぉ り、朽 ち果 てた ままだ。長 い歳 月の間、風雪 に

痛 めつ け られ たために、それ と見分 けのつかない もの も、中にはあつた。亡

くな つた子 どもたちの霊 を守 つてい る大地蔵 の前で足 を止 め、私 は しば らく

感傷的 な もの思いにふ けつて しまった。

資 料 5 干潟 を歩 いて渡 つた江 ノ島 (片 瀬 海岸 )

江 ノ島 の対岸 に あ る片瀬 とい う小 さな村

で、私 た ちは入力体 を乗 り捨 て、歩いて江 ノ

島 に向か うこ とに した。 片瀬 と江 ノ島 を結

ボ砂浜 は、偉 が砂 にめ り込んで しまい、偉 夫

が倖 をり|く こ とが 出来 な くな るので あ る。

私 た ち よ り先 に来 ていた参拝 客 を乗 せ た幾

台 かの入力体 も、村 の狭 い往 来 で待 機 して

い る。この 日、江 ノ島の弁天様 のお官 に参詣

した西洋人 は、私一人だつたそ うであ る。

○海 を 「永遠 の詩人 Jと 讃 えたハー ン (江 ノ島 )

「神 々の島」の素晴 らしい一 日。 いまだ私 た ち西洋人 が経験 した ことの

ない、 よ り高貴な る真昼 の世界。海 と太陽 の間の静寂 に満 ちた、緑 したた

る聖なる高みか ら見下す眺めの壮大 さ。光明の ごとく白く、神 々 しさをた

たえた雲が浮かぶ天空。… この雲 の形状は、青色の涅槃の世界に永遠に

溶 けてい く菩薩の霊魂 なのであろ うか。 (中 略 )

海 こそは、古の時代か らの最 も卓越 した 「語 り手」なのだ。海は、永遠

め詩人、波の韻律で もつて、世界を揺 り動かす神秘に満 ちた参カロの 「歌い

手 Jな のではなかろ うか。



資料 6 教師 と作家の二足の草軽 を履いた小泉八雲

資料 7 東京 帝国大学 の増ヽ 暴 A雲

資料 8 小泉人雲の教 え子 た ち

【東京帝国大学時代の教 え子】

・土井晩翠 (詩 人・天地有情、英文学者 )
。上鶴敏  (詩 人、翻訳者 `海潮音 )
・ 小 由内薫 (近代演劇運動の牽尋1者 )

・り|1爾 順  (歌 人、人雲退任で法科へ )
・厨川 白村 (英文学者、人雲の記録者 }

【早稲 猥大学時代の教 え子】

・小ノri未明 (児 童文学者 、卒論は人雲 )
。会津人一 (歌 人、書家、美術史家 )

・秋 田雨雀 (製 作家、小説家 )

・ 相馬御風 (文学者、早稲 田校歌 )

・ 野尻抱影 (天 文民俗の随筆家 )

来 日後 の略年譜 来 日後 の著作一覧
1890 (40メ凝 ) ・ 来 日、鎌倉江 ノ島を巡睡

松江申学赴任、西鶏と親交

1891(41 歳 ) 小泉セ ツと夫婦

擦割熊本玉高へ転任

1894 (44歳 )

1895 (45歳 )

1896 (46済晏)

,

1902 (521裁 )

1903(53歳 )

"神 戸 に転 居 「無 られ ぬ 日本 の 面 影 」

「東 の 国 か ら」

帰化 、小泉八雲 と改名 、

東京帝墨大学 講師 に就任

英文学講師 と作家活動継続

「亀ヽ」

「仏 の畑 の落穂 」「異 国風物 と回想」

「霊 の 日本 」「影」「 日本雑録」

「骨董」

文科 大学 の解雇通知

(学 生の留 f‐E‐運動 )

1904 (54;畿 〕 早稲 限大学講師 に就髪

心議発作で急断

『怪談 J「 日本一つの解明」

私が真
と
の詩 とぃ ぅ場合は、精神を深 くゅさぶ り、人の心を動かす類の詩

の作 品一言 い換 えれ ば、感 情の詩 ― とい ぅこ とになる。これ が、詩 の もつ

真 の文学的意義 とい うものであ る。 (中 略 )日 本 の詩人た ち も、完壁 な一篇
の詩 とは、その作品 を読 んだ後 に、人 の心 に何 か を一つま り、みな さんの身

を打 ち震 わせ るよ うな何 かを残す ものでなけれ ば な らない 、 と言 明 してい

る。 (「 暴談 の霧」 と題 され た詩論の一節 )


